
大野城跡（太宰府市） 百閒石垣　探訪

　　水城跡の「欠堤部」からを東方向の四王寺山を見たところ/その四王寺山に大野城跡が展開している



　　　　大野城跡　全体図



　　　↑
　　　ホテルグランティア太宰府



　ホテルグランティア太宰府から出発



　　振り返るとこんな景色/前方は太宰府天満宮方向か



　　さて、車でかなり北方向に進んだこのエリアが「特別史跡　大野城跡　百閒石垣」/説明坂が立っている





天智2年（663年）、白村江の戦いで大敗し唐・新羅の侵攻に備えて国防体制の充実が急がれ、大和朝廷は太宰府を防衛するため
に天智3年（664年）水城を築き、翌年の天智4年（665年）には百済の亡命高官2名に命じて大野城を築かせた/百済の山城がモデル
となっているので、このような構造を持った山城は朝鮮式山城と呼ばれている



　　　　　　四王寺川越しの前方上部に百閒石垣の一部を見たところ/右手に説明坂が立っている













　　　百閒石垣案内図











　　さて、百閒石垣へと登ってみよう



大野城は四王寺山の尾根に沿って土塁が築かれているが、中には尾根を分断する谷間が存在する箇所もあり、そのような所では
土塁の代わりに石垣を積んで敵の侵入を防いでいた



　　　石垣をアップで見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　行き先表示がある/右手の石垣見学路を進んでみる



　　　　　　折れを伴った石垣



　　こんな塩梅



　　　　　　右手に進んで行く



　　前方に野草採りの小父さんがいる/相当の高さの石垣であることが見て取れる



　　　　アップで見たところ



　　　振り返って石垣を見たところ



　こんな塩梅



　　　　　　アップで見たところ



　　先程の行き先表示の所まで戻ろう



　　　　　下を見るとこんな塩梅



　　行き先表示の左手の尾根を登って石垣の上に進もう



　　　　右手に石垣を見たところ



　　振り返って尾根を見下したところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　　尾根を登り切ると石垣の上の通路があり、正面に説明坂があった





　　登って来た尾根にも石垣が続いていたようだ



　そこで右手を見たところ/右下が石垣



　　　　同じく左手を見たところ



　　　　　右手に進んでみよう



　　　　　　石垣は折れを伴って北方向に続いている



　　こんな塩梅



　その先も更に続いている/長さが約150m以上あり、百間石垣と呼ばれていると云う



　そこで振り返って見たところ/野草採りの小父さんが見える



　　　　　　アップで見たところ



　　　　下を見るとこんな塩梅



　　登って来た尾根の所へ戻ろう



　　途中下を見下ろすとこんな塩梅/敵がこんな急峻な斜面を登ってくると石垣の上から反撃されるしくみ



　　　　　　アップで見たところ
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